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RI 会長メッセージ

ロータリーは世界をつなぐ
２０１９‐２０年度 国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー

ロータリーの礎は「つながり」
です。若い弁護士としてシカゴに
やって来たポール・ハリスがロー
タリーを創設した最大の理由、そ
れは見知らぬ街でほかの人たちと「つながる」こと
でした。それから１世紀以上が経った今、私たちの
周りには、ポール・ハリスの時代には想像もできな
かったような友情とネットワークを築くための方法
が数多く存在します。それでも、ロータリーにおけ
る「つながり」は独特であり、ほかに類を見ません。
国際ロータリーには、地域社会とつながり、職業
のネットワークを広げ、強くて末永い関係構築がで
きる確固とした使命と構造があります。会員による
数多くのプロジェクトやプログラム、ポリオ撲滅活
動におけるロータリーのリーダーシップ、国連との
協力などを通じ、私たちはグローバルコミュニティ
とつながっています。私たちの奉仕活動は、同じ価
値観を共有し、より良い世界のために行動したいと
願う人びとの結びつきをもたらします。また、ロー
タリーがなければ出会うことがなかった人びと、共
通の考えを持った人びと、私たちの支援を必要とす
る人びととつながり、世界中の地域社会で人生を変
えるような活動を行うことを可能にしています。
２１世紀の新たな１０年の始まりに、私たちはロータ
リーの未来を形作っています。２０１９‐２０年度、ロータ
リーは新しい戦略計画を実行に移し、規定審議会が
採択した革新性に応え、より活性化された重点分野

において活動します。しかし、ロータリーの未来を
形作る本当の場所はクラブです。刻々と変化する現
実に対応するために、ロータリーはクラブに注力し
ていかなければなりません。
クラブはロータリーでの経験の中心部ですが、今
ではクラブのあり方をより創造的かつ柔軟性をもっ
て決めることができます。これには例会の方法や、
何をもって例会とするかを検討することも含まれま
す。会員増強のアプローチにおいては、組織立った
戦略的・革新的な方策が必要です。そうすることで、
地域社会とのより広く、深いつながりができるだけ
でなく、より多様な会員に魅力を感じてもらい、積
極的な参加を促すことができるでしょう。
実際のところ、ロータリーは家族です。そうであ
るにも拘らず、会員組織の構造やリーダーシップの
要求などがあることで、今日の若い職業人にとって
はロータリーが手の届きにくい存在となっているよ
うです。ロータリーは、家族との時間を犠牲にする
のではなく、家族との時間を補うような経験を提供
する場である必要があります。クラブが温かく、み
んなを受け入れるような雰囲気があれば、家族と奉
仕活動は両立でき、家族志向の若い職業人にロータ
リー奉仕や市民としての参加の機会を提供できます。
また、ロータリーの役職に対する期待事項を、多忙
な職業人に合わせて現実的かつ管理可能なものとす
ることで、将来ロータリーのリーダーとなる次世代
のロータリアンのスキルを高め、ネットワークを築
くことができるでしょう。
２０１９‐２０年度には、「ロータリーは世界をつなぐ」
のテーマの下、ロータリーの奉仕を通じて、有能で
思慮深く、寛大な人びとが手を取り合い、行動を起
こすためのつながりを築いてまいりましょう。

RI 会長プロフィ－ル
Mark Daniel Maloney（マーク・ダニエル・マローニー）
２０１９‐２０年度会長Decatur ロータリークラブ
アラバマ州（米国）
税法、遺産、農業法を専門とするBlackburn, Maloney, and Schuppert法律事務所の社長であるマローニー氏は、米国南東
部・中西部の大手農場経営者の顧問弁護士であるほか、米国弁護士協会の農業関係委員会の委員長を務めています。また、米
国弁護士協会とアラバマ州弁護士協会、アラバマ州法律協会の会員です。
地元ジケーターでも熱心に活動し、自身が所属する教会の財務委員長と地元カトリック学校理事長のほか、Community
Foundation of Greater Decatur 会長、Morgan County Meals on Wheels 会長、United Way of Morgan County理事、De-
catur-Morgan County 商工会議所の所長を務めています。
１９８０年にロータリークラブ入会し、以来、RI 理事、財団管理委員と副管理委員長、ジョナサン・マジィアベ２００３－０４年度
会長のエイドを務めました。また、規定審議会の議長と副議長、運営議事手続きの専門家、研修者のほか、２００４年大阪国際大
会委員会のアドバイザー、２０１４年シドニー国際大会の委員長も務めました。
ガバナーとなる前には、研究グループ交換のリーダーとしてナイジェリアに赴いた経験もあります。
ロータリー財団関連では、未来の夢委員長、ロータリー財団地域コーディネーター、財団研修セミナーのモデレーター、恒
久基金米国アドバイザー、平和センター委員、WASH（学校での水・衛生）委員会のアドバイザーを歴任しました。
同じ法律事務所の弁護士であり、ジケーター・ロータリークラブの元会長でもあるガイ夫人とともに、ポール・ハリス・
フェロー、メジャードナー、遺贈友の会会員となっています。
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ガバナーメッセージ
親愛なるロータリアンの皆様へ
～～～～～～～なななななななぜぜぜぜぜぜぜ、、、、、、、ロロロロロロローーーーーーータタタタタタタリリリリリリリーーーーーーークククククククラララララララブブブブブブブににににににに入入入入入入入会会会会会会会ささささささされれれれれれれたたたたたたたのののののののででででででですすすすすすすかかかかかかか？？？？？？？～～～～～～～

国際ロータリー第２５３０地区
２０１９‐２０年度ガバナー

芳 賀 裕

２０１９‐２０年度国際ロータリー第
２５３０地区のガバナーを務めさせて
いただきます福島中央RC所属の
芳賀裕です。１年間よろしくお願
い申し上げます。
今年度の国際ロータリーのテーマは「ロータリー

は世界をつなぐ」です。
また、RI 新戦略計画の年次目標が「人びとをつな

ぐ」「行動する」とされているところから別掲のとお
り、当地区の活動目標と活動方針を決めさせていた
だきました。
今月から、それぞれのクラブを訪問させていただ

き皆様と今年度の活動についてお話をさせていただ
くことを楽しみにいたしております。
さて、最初のロータリークラブの会合は、１９０５年
２月２３日木曜日の夜、シカゴのユニティ・ビル７１１号
室で開かれました。ポール・ハリスは、シルベスタ
ー・シール、ガスターバス・ローア、ハイラム・
ショーレーを前に、「私たちが皆かつて田舎町で味
わった相互協力と打ち解けた親睦、という非常に単
純な構想を基本とするクラブ」の結成を提案しまし
た。この４人をオリジナルメンバーとし「互恵取引
と親睦」を基本に出発したロータリーは、それから
１１４年の間、その時々に先見の明と行動力のある多く
の指導者の下、様々に変化をしながら世界に広がり
続け、現在世界２００以上の国と地域に約３５，７００クラ
ブ、約１２１万人の会員を擁する職業倫理を重んずる実
業人、専門職業人の集まりに発展いたしました。
日本においては、シカゴロータリークラブ創立か

ら１５年後の１９２０年１０月２０日、米山梅吉氏が会長とな
り東京ロータリークラブが設立され、来年２０２０年に

１００周年を迎えます。
そして当地区では、１９３６年６月８日に設立された郡

山ロータリークラブを筆頭に６５クラブがそれぞれの
活動を積み重ねつつ、その歴史を刻んでおられます。
ところで、あなたは、なぜロータリークラブに入

会されたのですか？
「社会を変えてやろう」、「世界で良いことをしよ
う」と考えて入会された方はおられますか。多くの
方は、知り合いのロータリアンから誘われて、「友人
をつくりたい」、「仕事のネットワークを広げられる
かもしれない」等と考えながら入会されたのではな
いでしょうか。
入会されてから、ロータリーの活動を通して数々
の人びととの出会い、心に残るロータリーの体験を
されていくことで、ロータリーの影響がゆっくりと
広がり、あなた自身に徐々に変化を起こし、単なる
会員からロータリアンに変わってきたのではないで
しょうか。
しかし、当地区においても折角入会したが、ロー

タリーをよくわからないままに、退会する人が多い
傾向が続いていることは大変残念なことです。退会
された方は感動を味わう機会に恵まれなかったのか
もしれません。私たちは、もう少し、そのような会
員にロータリーを知る機会を提供できていたら、と
悔まれます。
仕方なく入会された方もおられるかもしれません。

ご縁があって入会されたのですから、まずは一つロ
ータリー活動に積極的に参加されることをお勧めし
ます。そして、心に残るロータリー体験をすること
によって、ロータリーが好きになり、やがて自分の
人生が豊かになっていくことに繋がっていく、そん
なロータリーライフになるよう支援したいと考えて
おります。
８月は、会員増強・新クラブ結成推進月間になり

ます。会員基盤の維持と強化を図るため、今月から
８月のクラブ活動を計画してみましょう。
ロータリーの礎は「つながり」です。
さあ、皆さん、一緒にロータリーを楽しみましょう！

ガバナープロフィール
■氏 名 芳 賀 裕 （ハガ ユウ）
■生 年 月 日 １９５２（昭和２７）年２月１１日
■所属クラブ 福島中央ロータリークラブ
■職 業 分 類 司法書士
■事 業 所 名 ロァフォルジュ司法書士事務所
■役 職 所 長
■勤務先住所 〒９６０‐８１１５ 福島市山下町２番８号

TEL ０２４‐５３５‐８５５７ FAX ０２４‐５３５‐８５６２
E-mail：haga@w7.dion.ne.jp

■自 宅 〒９６０‐８１５６ 福島市田沢字桜台３４番地の１２
TEL・FAX ０２４‐５４９‐０８１０

■最 終 学 歴 １９７４年３月
明治大学法学部法律学科 卒業

■ロータリー歴
１９９０年５月１６日 福島中央ロータリークラブ創立会員
１９９９‐００年 クラブ第１０代会長
２００１‐０２年 地区 青少年交換小委員会委員
２００２‐０３年 地区 県北一区 ガバナー補佐
２００３‐０５年 地区 クラブ奉仕委員会委員長
２００５‐０７年 地区 新世代委員会 委員長
２０１２‐１３年 地区 RI 規定検討委員会委員
２０１４‐１５年 地区 職業倫理委員会 委員
２０１５‐１７年 地区 青少年奉仕委員会委員長
２０１７‐１８年 ガバナーノミニー
２０１８‐１９年 ガバナーエレクト

PHF、米山功労者、ベネファクター
PHS会員、メジャードナー
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２０１９‐２０年度 地区活動目標
～東日本大震災から１０年目、２０２０オリ・パラ（復興五輪）を底流として～

本年度のRIテーマ「ロータリーは世界をつなぐ」と年次目標に沿い、以下の当地区活動目標を定め、
ガバナーを中心に、各クラブとガバナー補佐・各地区委員会が密接に連携し、「世界で、地域社会で、
そして自分自身の中で持続可能な良い変化を生むために、人々が手を取り合って行動する世界」を目指
して活動してまいります。
また、２０２０年３月１１日には、東日本大震災から１０年目に入ります。そして「復興オリンピック」の聖
火リレーが３月２６日に福島県から出発する記念すべき特別な意味を持つ月となります。この３月に、当
地区において、世界から寄せられたご支援に対しあらためて御礼を申し上げるとともに、被災時の対応
等を振り返り、併せて復興しつつある被災地の現況や未来への希望を発信する「復興フォーラム（仮
称）」を、各分区からの実行委員を中心に企画・開催をしていただき、未来に向けて当地区ロータリア
ンの決意を表明し、当地区からロータリーの心を世界に発信し「ロータリーは世界をつなぐ」を体現し
たいと考えております。
以上、各クラブ、会員の皆様のご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。

１．人びとが手を取り合うのを促そう。
①会員基盤の維持と強化を図ろう。

地区会員数を２５３０名へ！
〇各クラブ５％純増（最低１名）
〇各クラブ会員維持率１ポイントアップ（退会防止）
〇各クラブ出席率９０％以上（メークアップもしよう）

②若い世代のリーダー（IAC，RAC，学友等）と活動しよう。
〇各クラブは、共同活動を１回以上行おう（他クラブとの共同も）。
〇各クラブは、RYLAへ若者を１名以上参加させよう。

２．行動しよう。
①ロータリー財団への理解を深め、地区財団活動資金（DDF）を活用しよう。

〇年次基金 １人 １５０＄
〇ポリオ撲滅 １人 ３０＄
〇恒久基金に各クラブからベネファクター１名以上
〇各クラブは、新たな奉仕プロジェクトに挑戦しよう。
※ロータリーデー（２月２３日）、世界ポリオデー（１０月２４日）前後に
各クラブで、「世界を変える行動人」、「ポリオ撲滅」キャンペーンを、１回以上行おう（他
クラブとの共同も）。

②米山記念奨学会への理解を深め、協力しよう。
〇普通寄付 １人 ５，０００円
〇特別寄付 １人 １０，０００円

３．ロータリー賞へ全クラブで挑戦しよう。
RI新戦略計画（５ヵ年）の優先事項（２０１９‐２０年度RI年次目標）を具体化したものがロータリー賞の
達成項目です。
各クラブは、これらを１年間かけて実践し、ロータリークラブセントラルにへ入力しよう。

４．あの時（２０１１年３月）、これまで、そして未来を考えよう。
「復興フォーラム（仮称）」への支援と協力
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２０１９‐２０年度 地区運営方針
～地区活動目標の実現に向けて～

１．ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深く、寛大な人々が手を取り合い、行動を起こす
ためのつながりを築いていくために、会員基盤の維持と強化を図ろう。

２．公共イメージを向上させよう（あなたがロータリー！）。

３．会員研修の充実を図ろう（RI 新戦略計画と中核的価値観の理解と実践）。

４．青少年奉仕活動に参加しよう。

５．ポリオ撲滅へ取り組もう（END POLIO NOW）。

６．ロータリー財団への理解を深め、地区財団活動資金（DDF）を活用しよう（地域社会で
持続可能な良い変化を生むために）。

７．米山記念奨学会への理解を深め協力しよう。

８．ロータリー賞へ全クラブで挑戦しよう。

９．あの時（２０１１年３月）、これまで、そして未来を考えよう。
「復興フォーラム（仮称）」への支援と協力

地区幹事抱負

地区幹事 安藤 正道（福島中央RC）

福島中央ロータリークラブは、昨年度の平井義
郎ガバナーと今年度の芳賀裕ガバナーと２年続け
てガバナーを輩出することになりました。そのよ
うな状況にあり、私は芳賀裕ガバナーがノミニー
及びエレクトの時から地区の事業を見たり参加す
る機会があり勉強をしたつもりでしたが、今年に
入りエレクトが行う事業が具体的に動き出すとそ
の事業を行うためには準備に相当な時間を費や
し、又いろんな調整が必要な事も解り、地区幹事
の任の重さをつくづく実感している所です。特に
芳賀ガバナー年度は例年に無い事業が二つあり、
一つは２０１９年８月に国際ロータリー２０１９‐２０年度
会長のマーク・ダニエル・マローニー氏が福島を
訪問しますので、その時に被災地の視察と歓迎晩
餐会を開催する事。もう一つは２０２０年３月には東

日本大震災から１０年目に入り、
またオリンピック（復興五輪）
の聖火リレーが福島県からスタ
ートする時となり、福島からロータリーの心を世
界に発信する事業として復興フォーラムを開催す
る事にしております。
これから多忙な一年にはなりますが、芳賀ガバ
ナーは長年地区の委員等を務め、ロータリーを勉
強し熟知しており、ガバナーとしてのビジョンと
強いリーダーシップをお持ちですので、地区幹事
として地区の運営や事業が円滑に進められるよう
粉骨砕身頑張って行くつもりですので、会員皆様
のご理解とご支援、ご協力をどうぞよろしくお願
い致します。
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鈴木　喬二（いわき平中央）
富永　健男（白河）
佐原　　元（喜多方） ロータリー財団委員会担当
阿久津　肇（福島） 規則・手続委員会担当
牧　　公介（船引） 会員増強・拡大・Ｒ情報委員会担当 ◎ 酒井　善盛（南相馬） Ｇ 芳賀　　裕（福島中央） ◎ 佐久間英一（三春）
味戸　道雄（須賀川） 米山記念奨学会委員会担当 ○ 鈴木　邦典（白河） 平井　義郎（福島中央） ○ 渡辺　健寿（福島）
中澤　　剛（会津若松南） 社会・国際奉仕委員会担当 平井　義郎（福島中央) 石黒　秀司（郡山） 星　冨士雄（喜多方）
大橋　廣治（福島南） 米山記念奨学会委員会担当 志賀　利彦（いわき小名浜） 小林　千秋（東白川）
根本　一彌（郡山西） 職業奉仕委員会担当 　 青田　由広（相馬）
渡邉　公平（いわき勿来） 青少年奉仕委員会担当 川瀬　成人（福島北）
野﨑　　潔（福島北） 学友・平和ﾌｪﾛｰｼｯﾌﾟ委員会担当 ◎ IPG　平井　義郎（福島中央） ◎ 大橋　廣治（福島南） 高萩　勝利（いわき勿来）
酒井　善盛（南相馬） ＲＬＩ委員会担当 　 GE 石黒　秀司（郡山） ○ 渡邉　公平（いわき勿来） 佐藤　和夫（郡山北）
佐久間英一（三春） 地区研修リーダー 　　渡辺　健寿（福島）
鈴木　邦典（白河） ロータリー財団委員会担当 　　新妻　和雄（福島中央）
平井　義郎（福島中央） 公共イメージ・ＩＴ委員会    　林　　克重（福島南） ◎ 高橋　金一（郡山西）
芳賀　　裕（福島中央） 　　相良　元章（福島） ○ 原田　昌明（白河）
石黒　秀司（郡山） 　　佐藤喜市郎（飯坂） 吉田　喜一（郡山北）
志賀　利彦（いわき小名浜） 渡部　英一（猪苗代） 宍戸　清和（福島南）

（福島南） 佐川　保博（石川）
佐藤　正道（喜多方） ◎

☆
鈴木   和夫（福島中央）

早川　敬介（郡山北） 村田　明美

☆運営委員長

（いわき桜）
鈴木美恵子（福島グローバル） 酒井千恵子（石川）

◎直前ガバナー 藤田　弘美（郡山アーバン） GE 石黒　秀司（郡山） 鈴木　禎夫（郡山）
◆パストガバナー 星　　本文（外部有識者） 青田　　真（南相馬）
▽ガバナー 小檜山　均（外部有識者）
▽ガバナーエレクト 箭内  一典 （福島中央）
▽ガバナーノミニー
◎ 委員長
◆ 委員
▽ オブザーバー

◎ 林　　克重（福島南） ◎ 相良　元章（福島） ◎ 佐藤喜市郎（飯坂） ◎ 渡部　英一（猪苗代） ◎ （福島南）
○ 田久昌次郎（いわき平中央） ○ 土屋　繁之（郡山コスモス） ○ 初瀬　照夫（郡山） ○ 髙縁　勝一（郡山安積） ○ 遠藤　　久（会津若松中央）

渋佐　克之（原町中央）
● 大野　勝久（郡山） ● 渡邊　　武（梁川） 泉田　征慶（浪江） ● 望月　隆司（常葉） ● 大木　和彦（須賀川）
小沼　一夫（会津若松） 佐藤　雄三（郡山東） 佐藤　允昭（福島北） 味戸雄二郎（須賀川ぼたん） 猪俣　孝之（会津坂下）
紺野希予司（川俣） 伊東　優子（福島２１） 渡辺　秀則（船引） 久井　貴弘（郡山南）
鈴木　清友（いわき平中央） 佐藤　真也（飯坂） 澤上　春江（郡山南） 古俣　　猛（福島）

中原　喜範（郡山） 船田　隆典（船引）
● 渡辺　英人（保原） ● 鈴木　雅之（いわき勿来）
小松　　博（いわき小名浜） 坂本　典久（原町中央） ● 渡辺　浩子（福島２１） ● 増子　博保（三春）
江花　祥雄（猪苗代） 町田　　晃（郡山南） 飯島　成一（郡山西北） 鈴木かおる（郡山アーバン）

曽我　泉美（いわき鹿島） ◎  大委員長 野地トヨ子（二本松） 瀬野　勝治（喜多方）
○  副委員長 中村　岳嗣（猪苗代） 箱岩　　偉（福島）
●  小委員長 大木　勝浩（郡山） ● 齋藤　健晴（喜多方RAC）

（※ローターアクト地区代表）

● 菅野　拓司（保原）
佐久間　功（福島南）
矢吹　知子（いわき桜）
斎藤　正明（白河）

● 佐藤　正道（喜多方）
福原　義守（三春）
佐藤美奈子（福島）
原田　康博（いわき平東）
細川　正司（石川）
大高久美子（郡山南）
志賀　利彦（いわき小名浜）

ロータリーの友地区代表委員

青少年交換委員会

担当
副幹事 坂本　和司（福島中央）

ＲＩ会長 ＲＩ会長エレクト
マーク・ダニエル・マローニー(アメリカ) ホルガ―・クナーク（ドイツ）

ＰＧ

Holger　Knaack (Germany)
ＲＩ理事

三木 明（姫路RC 2680地区 ）

ＲＩ2530地区ガバナー

国際大会委員

ＰＧ
ＰＧ
ＰＧ 地区財団運営資金管理委員会 戦略計画委員会 地区研修委員会

芳賀 　裕　（福島中央）ガバナーエレクト
諮問委員会 担当相談役 石黒　秀司　（郡山）

ＰＧ

ＰＧ
ＰＧ

ＰＧ

ＰＧ

ＰＧ
ＰＧ 危機管理委員会 ＲＩ規定検討委員会

ＰＧ

ＲＬＩ委員会

ＰＧ
ＰＧ

規則・手続委員会

Ｇ
ＩＰＧ

ＧＮ
ＧＥ

ガバナー指名委員会 （オン・ツー・ホノルル）

会員増強・拡大・
ロータリー情報委員会 公共イメージ・ＩＴ委員会 職業奉仕委員会 社会・国際奉仕委員会 青少年奉仕委員会

担当
副幹事

担当
副幹事 渡部九二五郎（福島中央）

会員増強・拡大委員会 公共イメージ委員会 社会奉仕委員会 インターアクト委員会

新妻　和雄（福島中央）

箭内　一典（福島中央）

担当
副幹事

紺野　　信（福島中央）
RYLA委員会高橋　正見（福島中央）

ロータリー情報委員会
国際奉仕委員会 ローターアクト委員会

担当
副幹事 渡邊　英世（福島中央）

廣澤　俊樹

廣澤　俊樹

２０１９‐２０年度 地区組織図
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規定審議会代表議員 大橋　廣治（福島南）
ポール・ハリス・ソサエティ・コーディネーター PG 野﨑　　潔（福島北）
(一社)国際ロータリー日本青少年交換多地区合同機構 社員 野﨑　　潔（福島北）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会理事 大橋　廣治（福島南）
公益財団法人ロータリー米山記念奨学会評議員(9月～) 渡邉　公平（ いわき勿来）
ロータリー文庫運営委員 渡邉　公平（ いわき勿来）

渡部九二五郎（福島中央）
新妻　和雄（福島中央）
紺野　　信（福島中央）
佐藤　和子（福島中央）
坂本　和司（福島中央）
高橋　正見（福島中央）
梅津　寿光（福島中央）
大出　隆秀（福島中央）
渡邊　英世（福島中央）
鈴木　和夫（福島中央）
関根　　信（郡山）
菅野　秀士（郡山）

◎ 鍛冶　輝雄（福島中央）
○ 大出　隆秀（福島中央）
長谷川好美（福島中央）
福島　佳之（郡山）

今井　　明（福島中央）
佐藤　晃子（福島中央）
佐藤　信雄（福島中央）

◎ 宍戸　宏行（福島中央）
○ 菅野　浩司（福島中央）

◎ 早川　敬介（郡山北） ◎ 鈴木美恵子（福島グローバル） ◎ 藤田　弘美（郡山アーバン） 立花　志明（福島北）
○ 星　　宏一（喜多方中央） ○ 渡辺　　章（二本松あだたら） ○ 阿部　光司（郡山西北） 有賀　隆宏（郡山）

吉田　佳代（いわき桜）
● 大野　順道（福島南） 大越　　彰（須賀川） ● 一條　浩孝（福島南）
中西總一郎（浪江） 片桐　栄子（郡山コスモス） ◎ 実行委員長
梅津　寿光（福島中央） 岡田　友子（会津若松南） 多田　司朗（福島中央）

竹下真紀子（いわき桜） ○ 副実行委員長
● 青木　謙二（南相馬） 斎藤　高紀（福島中央）
佐藤　悦夫（福島東） ● 磯目　基嗣（会津若松） 梅津　寿光（福島中央）
矢内　好男（船引） 佐藤壮一郎（二本松あだたら） 本間正一郎（福島中央）
横山りつ子（福島南） 鈴木　弘康（いわき平） ● 大会幹事

佐藤　龍史（福島中央）
● 川又　暉之（三春） ● 武島　昭良（相馬）
佐藤　　聡（郡山） 渋川　武彦（会津若松）
佐藤　宗弘（福島西） 半澤　泰夫（福島北） ◎ 実行委員長

熊坂　友好（福島中央）
○ 副実行委員長
梅津　寿光（福島中央）

2019.06.11現在

副ガバナー

いわき分区中央分区 県北第一分区 地区幹事　

（いわき常磐）（郡山安積） （二本松） 地区代表副幹事
飯　坂いわき平郡　山

鈴木 邦典（白河）

ガバナーノミニー

志賀　利彦（いわき小名浜）

猪苗代 石　川

常　葉

富　岡

安藤　正道　(福島中央)分区 会津分区 県南分区 県中分区相双分区県北第二分区

西川　博美上村　直人小野塚昇一 遊佐　金一

二本松

（会津若松西） （石川） （船引）（浪江）（福島しんたつ）
ガバナー
補 佐

齋藤　純一 中野　義照 白岩　薫伊藤　公明

福　島
千葉　政行阿部　弘行関根　　信 右近　八郎 佐藤　典祐 田代　行孝 角田　恒雄幕田　正高

クラブ名

会長名

会津若松 白　河 本　宮原　町

喜多方 須賀川 三　春

仙波　弘行 大森　哲司
福島東いわき内郷郡山南 福島西

箭内　一典（福島中央）

正木　好男　堀江　正喜 太田　英晴
会津若松西 東白川

滝　根

浪　江保　原いわき勿来
髙橋　　周 田代　直也 橋本　国春荒井　利昌鈴木　宏幸

郡山東 福島南

相　馬福島北いわき小名浜郡山西 地区副幹事

先﨑　温容

重富　秀一

大野　直孝国井　好夫佐久間源三郎 相澤　　隆

木幡　睦人木幡　智清根本　一男 鈴木　光一 村越　丈博

会津坂下 矢　吹 船　引原町中央梁　川
渡部　源衛 渡邉　忠栄 坂本　栄司

いわき常磐郡山北 福島中央
秋葉　　洋佐久間守人渡辺　　勝 宍戸　宏行

田　島 白河西 小　野南相馬川　俣いわき平東郡山西北 二本松あだたら
藤田　保彦 横山　栄子 佐々木　俊雄藤原　広幸

佐藤　浩司 安田　長蔵阿部　真樹佐藤　則子大川原利信 本柳　春男
会津若松南

福島しんたついわき平中央
村﨑　雅彦 難波　恭二斎藤　俊雄
会津若松城南 白河南郡山アーバン

大平　守彦采女　真弓

中目　公英 中原　貞一岡田　義則池田　義寛篠原　福一町田　　敦 安部　敏弘 馬場　隆一
須賀川ぼたんだて西いわき四倉郡山安積 福島２１

地区資金委員会
佐藤　一志 上遠野　裕平原　　憲
喜多方中央 いわき鹿島郡山コスモス

井関　松夫 伊藤　繁美佐藤覇者頼人
いわき桜福島グローバル 会津若松中央

分　区
幹　事

会津若松西 石川 船引浪江福島しんたついわき常磐郡山安積 二本松
伊藤　重幸 内藤哲太郎 会計監事

佐藤　榮朗 矢吹　雅弘 泉田　征慶
山田　　稔柳橋　幸生 西牧　丈夫 矢内　好男吉田　政輝
先崎　良博

矢内　　忠
濱崎　広志

月信委員会

ロータリー財団委員会 学友・平和フェローシップ
委員会

米山記念奨学会
委員会

米山記念奨学会選考委員会

地区大会実行委員会
担当
副幹事 梅津　寿光（福島中央）

資金推進・ポリオ委員会

補助金委員会 米山記念奨学会推進委員会

地区研修・協議会実行委員会

担当
副幹事 梅津　寿光（福島中央） 担当

副幹事 佐藤　和子（福島中央）

米山記念奨学会学友委員会

財団資金管理委員会
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地区会員数　2,380名

収入の部 （単位：円）

項　　　　　目 前年度予算 本年度予算 増減 摘　　　　　要
地　　区　　賦　　課　　金 35,250,000 35,700,000 450,000 15,000円×会員数
地　区　大　会　賛　助　金 7,050,000 7,140,000 90,000 　3,000円×会員数
青 少 年 奉 仕 助 成 金 2,820,000 4,760,000 1,940,000 　2,000円×会員数
第2530地区災害特別基金 2,350,000 2,380,000 30,000 　1,000円×会員数
雑 　 　 　 収 　 　 　 入 0 0 0
前  年   度   繰   越   金 500,000 500,000 0
総　　　　　　　　計 47,970,000 50,480,000 2,510,000

支出の部 （単位：円）

項　　　　　目 前年度予算 本年度予算 前年度比増減 摘　　　　　要
１．　地区活動資金 19,830,000 22,030,000 2,200,000
(1) 委員会活動資金 9,990,000 12,100,000 2,110,000
1 会員増強・拡大・ロータリー情報委員会 300,000 300,000 0
委員会活動費 300,000 300,000 0

2 公共イメージ･ＩＴ委員会 750,000 700,000 △ 50,000
委員会活動費 750,000 700,000 △ 50,000

3 職業奉仕委員会 200,000 200,000 0
委員会活動費 200,000 200,000 0

4 社会･国際奉仕委員会 540,000 540,000 0
社会奉仕委員会 240,000 240,000 0
国際奉仕委員会 200,000 200,000 0
その他活動費 100,000 100,000 0 前年度：RIJYEM保険料(48万円)は青少年奉仕へ

5　青少年奉仕委員会 6,810,000 8,750,000 1,940,000
(a) インターアクト委員会 1,650,000 2,000,000 350,000
(b) ローターアクト委員会 1,250,000 1,600,000 350,000
(c) ライラ委員会（青少年指導者育成) 600,000 1,000,000 400,000
(e) 青少年交換 2,330,000 3,170,000 840,000
(f) その他の活動費 980,000 980,000 0 青少年活動に関する保険（30+48万円）含む

6　ロータリー財団委員会 350,000 350,000 0
(a)補助金委員会 100,000 100,000 0
(b)資金推進委員会・ポリオ 150,000 150,000 0
(ｃ)財団資金管理委員会 50,000 50,000 0
(d)その他活動費 50,000 50,000 0

7　学友・平和フェローシップ委員会 100,000 100,000 0
委員会活動費 100,000 100,000 0

8　米山記念奨学会委員会 240,000 240,000 0
(a)米山記念奨学会推進委員会 60,000 60,000 0
(b)米山記念奨学会学友会委員会 60,000 60,000 0
(c)米山記念奨学会選考委員会 60,000 60,000 0
(d)その他の活動費 60,000 60,000 0

9　地区研修委員会 200,000 200,000 0
委員会活動費 200,000 200,000 0

10　地区運営委員会 400,000 0 △ 400,000
委員会活動費 200,000 0 △ 200,000
地区規定・表彰検討チーム 100,000 0 △ 100,000
地区運営検討チーム 100,000 0 △ 100,000

収 入 金 額 50,480,000 円
支 出 金 額 50,480,000 円
残 額 0 円

地区資金予算書
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項　　　　　目 前年度予算 本年度予算 前年度比増減 摘　　　　　要
11　 危機管理委員会 100,000 100,000 0
(b)委員会活動費 100,000 100,000 0

12　規則･手続委員会 0 120,000 120,000
委員会活動費 0 120,000 120,000

13　ＲＬＩ委員会 0 500,000 500,000
委員会活動費 0 500,000 500,000

14　その他の委員会活動資金 0 0 0
(2) 行事費 9,840,000 9,930,000 90,000
A 地区大会 7,050,000 7,140,000 90,000
B 行事補助等 2,790,000 2,790,000 0
(a)地区研修・協議会 500,000 500,000 0
(b)ＩＭ（分区補助） 640,000 640,000 0 80.000円×8分区
(c)ガバナーエレクト歓送会 100,000 100,000 0
(d)会長エレクト研修セミナー 300,000 300,000 0
(e)事務担当者セミナー 250,000 250,000 0
(f)新入会員セミナー 400,000 400,000 0 50,000×8分区
(g)地区チーム研修セミナー 300,000 300,000 0
(h)地区指導者育成セミナー 300,000 300,000 0

2．　地区運営費 20,430,000 21,830,000 1,400,000
(1) 事務所費 13,350,000 14,750,000 1,400,000
A ガバナー事務所費 9,350,000 9,350,000 0
B ガバナーエレクト事務所費 4,000,000 5,400,000 1,400,000

(2) 会議費 2,490,000 2,490,000 0
A 諮問委員会 300,000 300,000 0
B ガバナー補佐会議 650,000 650,000 0
Ｃ ガバナー補佐活動費 480,000 480,000 0
Ｄ 地区委員会総会 900,000 900,000 0
Ｅ 戦略計画委員会 30,000 30,000 0
Ｆ ＲＩ規定検討委員会 50,000 50,000 0
Ｇ 地区財団運営資金管理委員会 30,000 30,000 0
Ｈ 地区幹事等会議 50,000 50,000 0

(3) ガバナー月信費 3,700,000 3,700,000 0
(4)各委員会事務費 540,000 540,000 0 60,000円×９委員会
(5) その他の運営費 350,000 350,000 0

3．　地区外関係費 3,680,000 3,698,000 18,000
(1) 基金拠出金 1,410,000 1,428,000 18,000
A ロータリー連絡運営基金 470,000 476,000 6,000 上期会員数Ｘ100円+下期会員数Ｘ100円
B ロータリー文庫基金 705,000 714,000 9,000 上期会員数Ｘ150円+下期会員数Ｘ150円
C 米山梅吉記念館恒久基金 235,000 238,000 3,000 100円×会員数

(2) 地区外会議費 970,000 970,000 0
A ロータリー研究会 870,000 870,000 0
(a) 研究会出席補助 700,000 700,000 0 ロータリー研究会出席補助（Ｇ・ＰＧ・ＧＥ）
(b) 次年度初頭会議補助 170,000 170,000 0 現・元・次期ガバナー出席

B ガバナー連絡会 100,000 100,000 0 ガバナー会
(3) 特別補助 1,300,000 1,300,000 0
A 国際協議会出席 700,000 700,000 0
B 国際大会派遣 400,000 400,000 0
C 規定審議会出席 200,000 200,000 0 ３年間積立

(4) その他 0 0 0
4．　地区災害特別基金 2,350,000 2,380,000 30,000
5．　予備費　(次年度繰越金) 1,680,000 542,000 △ 1,138,000

総　　　　　　計 47,970,000 50,480,000 2,510,000
各項目間の流用はガバナーに一任する。
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ガガババナナーー補補佐佐方方針針

２０１９‐２０年度中央分区ガバナー補佐
を拝命いたしました小野塚昇一です。
RI テーマ「ロータリーは世界をつなぐ」と年次目
標に沿い、当地区活動目標を、ガバナーを中心に各ク
ラブと各地区委員会が密接に連携し、「世界で、地域
社会で、そして自分自身の中で持続可能な良い変化
を生むために、人々が手を取り合って行動する世界」
を目指して活動する事を微力ではありますが、サポ
ートして参りたいと思います。
私の方針としましては、
１、各クラブの小委員会の活性化を図るために、各
委員会を開催しロータリーの理解を深めていただ
きたいと思います。
２、四つのテストについて
事業及び専門職務に携わるロータリアンの心構え
として、価値ある目標を追い求めるための指針です。
さらに、広く一般に、多くの人の倫理的な羅針盤を
提供することとして、簡潔かつ的確にまとめたもの
が「四つのテスト」です。是非月１回でなく毎回例
会時に唱和して頂きたいと思います。
結びに、RI テーマを基に、中央分区のより一層の
絆を深めて行きたいと思います。
どうぞ１年間宜しくお願い致します。

２０１９‐２０年度会津分区ガバナー補
佐を拝命しました。誠に光栄である
とともに、その責務の重大さに身の引きしまる思
いであります。この一年間、芳賀裕ガバナーを補
佐し、クラブと地区の橋渡しとしての役割をもっ
て地区目標の実現を精一杯担ってまいりたいと思
います。現在、会員増強はロータリーにおいて最
優先課題です。ダーウィンは、「種の起源」で、
『生き残って栄えるものは、強いものでも、大き
いものでもない。環境に適応して自らを変革でき
るものだ』と記しています。これは生物のみなら
ず組織にも当てはまることです。まさに「不易流
行」の視点ではないでしょうか。ロータリーの奉
仕の理念である職業奉仕の哲理はロータリー特有
のものであり、これを理解し、守り育てていくこ
とこそが死中に活を求めることであると考えま
す。会員が学びと親睦を通して、ロータリー精神
を高め合い、さらには会員皆様の友情の輪が大き
く広がり、しっかりと「つながる」ことを切望致
します。

２０１９‐２０年度「ロータリーは世界
をつなぐ」、このテーマを最初に聞
いたとき、とても分かりやすくて、あまりにも奥
深い事と感じました。県北７クラブには、それぞ
れ素晴らしい事業が地域に溶け込み育っており、
それらの活動や運動を「つながり」を持ちながら
大きく成長させて、色々な事にチャレンジしてい
かなければいけないと考えます。
さらに本年度は、２０２０東京オリンピック・パラ

リンピック、更には聖火リレーの福島スタートの
準備が本格化します。復興五輪としてこれまで国
内は勿論、世界中のロータリアンから頂いた御支
援に対する感謝の思いと、本県の復興が着実に進
んでいる姿を発信する絶好の機会であります。県
北７クラブと連携をしながら確実に先に進めたい
と思います。
これから、県北７クラブに積極的に足を運び、

クラブ会員が笑顔になっていただけるよう、全力
を尽くして参ります。皆さんの一層の御支援と御
協力をお願い申し上げます。

今年度いわき分区ガバナー補佐を仰
せつかりました、いわき常磐RC所属
の上村直人でございます。何分にも微力ではござい
ますが、皆様方の御協力を頂きながら精一杯務めて
まいりますのでよろしくお願い致します。
芳賀ガバナーが掲げました地区目標の達成に向け
た活動を推進し、より多くのクラブが達成出来る様
お手伝いが出来ればと思っています。
分区事業につきましては、いわき分区１０クラブの

総意のもと、一丸となって活発な活動がとれる様に
努めていきたいと思っています。
また、各クラブの状況や、考え方、要望等を地区

へ正確に伝達し、適切なパイプ役を果たし、クラブ
を支援するための提案や行動を通して、地区とクラ
ブの信頼性がより深まるように活動してまいります。
昨今ロータリーの認知度の低下や、クラブ会員の
減少などクラブが抱える問題点が多く存在します。
まずは各クラブの皆さんとの連絡を密にし、深い友
情のもと、皆さんと知恵を出し合い問題解決に向け
一生懸命取り組んで参りますので皆様のご指導ご協
力をよろしくお願い申し上げます。

中中央央分分区区
小野塚 昇 一
（郡山安積RC）

県県北北第第一一分分区区
遊 佐 金 一

（二本松RC）

会会津津分分区区
齋 藤 純 一
（会津若松西RC）

いいわわきき分分区区
上村 直人

（いわき常磐RC）
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２０１９‐２０２０年度、県北第二分区ガ
バナー補佐を拝命いたしました福島
しんたつRC所属の西川博美でございます。今年
度マーク・ダニエル・マローニーRI会長は「ロー
タリーは世界をつなぐ」をテーマに掲げ、芳賀裕
ガバナーはRIの方針に沿って活動し、８つの地区
目標に掲げられた目標はどれも大事なことであ
り、県北第二分区の会長・幹事は会員と一丸とな
り、行動し、目標達成に向け活発な活動を展開し
ていただくよう各クラブにお願いする所存でござ
います。
また、各クラブがより親密に連携し活動目標を
達成が出来るように、芳賀裕ガバナーと県北第二
分区、会員の皆様との橋渡し役として、補佐とし
ての責務を努めてまいりますのでよろしくお願い
いたします。
県北第二分区の会員のみなさん、一年間ロータ
リーライフを楽しみましょう。

本年度、相双分区ガバナー補佐を
拝命しました伊藤公明です。
相双分区は、東日本大震災により大きな被害を
受けました。私の所属する浪江ロータリークラブ
も、互いの安否確認・現況報告という形で震災後
の例会が始まりましたが、会員数の激減や全国に
散らばった会員の利便性を考えた例会場の確保な
ど、数年間はクラブの存続に力を注ぎ、なかなか
ガバナー補佐を出せずにいました。
８年が経った今、多くの皆様に応援していただ
いたことを忘れず、支え合いの精神のもと、奉仕
の理想をさらなる実践の場として地域復興の一助
となるよう頑張っていきたいと思います。
マーク・ダニエル・マローニーRI会長のテーマ
である「ロータリーは世界をつなぐ」を基本に、
芳賀ガバナーが掲げる地区活動目標と運営方針の
目標達成に向けて、地域の発展に少しでも役に立
つよう務めていきたいと思います。
今年一年間、どうぞよろしくお願いいたします。

２０１９‐２０年度県南分区ガバナー補
佐を務めさせて頂きます、石川ロー
タリークラブ所属、中野義照です。ロータリー歴
は２７年、職業分類は薬剤師です。
昨年度より、ガバナー補佐は年度が始まる前に

３回のガバナー補佐予定者研修セミナーの受講が
必修になり、終了致しました。
主な任務は、ガバナーをアシストすることに
よって担当するクラブの効果的な運営をサポート
することにあると心得、地区とクラブとの橋渡し
役としての役割をしっかり務めたいと思います。
そのためには、自分自身がロータリーをよく勉強
して、走りながら考え、行動していきたいと思い
ます。
県南分区は８クラブあり、それぞれのクラブと

のコミュニケーションを取りながら、各クラブの
特徴を引き出せたらと思います。
会員の皆様、ご協力よろしくお願いします。

今年度、県中分区ガバナー補佐を
務めさせていただくこととなり、そ
の責務の重大さを実感しているところです。微力
ではありますが、全力で任務を遂行する所存です
ので、ご指導とご協力の程よろしくお願い申し上
げます。
ガバナーの補佐役として、地区活動目標に沿っ

た活動を推進し、分区内の各クラブが、有意義な
活動を円滑にできるよう、地区との連携を図り、
必要とする情報を的確に伝達、提供して参りたい
と考えています。中でも、会員基盤の維持と強化
については、明確な目標を設定し、達成に向けた
全会員活動にしたいと考えています。また、ロー
タリー賞の獲得を目指す事にも大いに意義がある
と考えますので、多くのクラブが獲得できるよう
に推進して参りたいと思います。

県県北北第第二二分分区区
西 川 博 美
（福島しんたつRC）

県県南南分分区区
中 野 義 照

（石川RC）

相相双双分分区区
伊 藤 公 明

（浪江RC）

県県中中分分区区
白 岩 薫

（船引RC）
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２０１９‐２０年度 地区研修・協議会報告

地区幹事 安藤 正道（福島中央RC）

２０１９年５月１８日（土）に国際ロータリー第２５３０
地区２０１９‐２０年度の地区研修・協議会が、福島市
飯坂町のパルセいいざかをメイン会場、分科会は
パルセいいざかの他、摺上亭ホテル大鳥、匠のこ
ころ吉川屋、飯坂学習センターを会場として約
６５０人が参加して開催されました。この地区研修
・協議会の目的は、次期の各クラブの会長・幹事
及び各委員長が就任に先立ちクラブのリーダー
シップチームを築けるようにすることと、地区ガ
バナーエレクト、次期ガバナー補佐、地区委員会
の皆がクラブ指導者チームの意欲を喚起し、協力
関係を築く機会を提供する事であります。そして
この地区研修・協議会は次期クラブ会長になるた
めの義務出席の一つにもなっております。
地区研修・協議会はまず会長・幹事会が９時２０
分より開催され、開会点鐘、平井義郎ガバナーあ
いさつ、芳賀裕ガバナーエレクトあいさつがあり
議事に入りました。議事は、長谷川好美地区資金

委員長より①１０１８‐１９年度地区
中期決算報告、②１０１８‐１９年度地区大会決算報告
があり、続いて安藤正道次期地区幹事より③２０１９
‐２０年度行事予定が示されました。その後、鍛冶
輝雄次期地区資金委員長より④地区賦課金の承
認、⑤２０１９‐２０年度地区予算（案）承認が上程さ
れ、両議案共賛成多数で承認されました。
続いて休憩の後、１０時１５分より地区研修・協議
会の開会セレモニーが行われ、平井義郎ガバナー
による開会点鐘に続き、今回ホストクラブを務め
た福島中央ロータリークラブの梅津寿光実行副委
員長による開会の言葉、国歌斉唱とロータリーソ
ング（ソングリーダーは坂本和司会員）、熊坂友
好実行委員長による実行委員長あいさつ、大出隆
秀福島中央RC会長からの歓迎のことばがありま
した。引き続き司会者から講演をいただく講師と
パストガバナー、正副リーダーの紹介、そして平
井義郎ガバナー、芳賀裕ガバナーエレクト、佐久
間英一次期地区研修リーダーからあいさつをいた
だき、続いて今年度４月にシカゴで開催された規
定審議会の報告を規定審議会代表議員である大橋
廣治パストガバナーよりして頂きました。その
後、第１ゾーンロータリー公共イメージコーディ
ネーター鈴木秀憲様（第２５７０地区吹上RC所属）よ
り「ロータリーって何？」と題してご講演をして
いただきました。
その後分科会は１２時５０分から１５時５分まで４つ

の会場に分かれて行われました。セッションの内
容は次の通りです。

会長部会／規則・手続委員会（パルセいいざか）
・会長の役割と責務
・クラブ運営とリーダー
シップ
・今後の地区運営について
・２０１９年規定審議会の内容
について
・RLI とは何か？

幹事部会／地区研修委員会／RLI 委員会（パル
セいいざか）
・幹事の責務、幹事の実務
・地区研修委員会の方針と
計画１
・地区研修委員会の方針と
計画２
・RLI に参加しよう
・RLI 委員会を体験して
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会員増強・拡大・ロータリー情報委員会（吉川屋）
・委員会活動説明、クラブ
戦略計画の必要性
・２５３０地区の現状、増強目標
・My ROTARY、衛星クラ
ブについて
・グループミーティング説明
・８分区に分かれてグループミーティング

公共イメージ・IT 委員会（パルセいいざか）
・公共イメージの推進と IT
の活用
・公共イメージ・IT委員会
の活動方針と計画
・クラブ公共イメージ委員
会の運営について
・ロータリーロゴマークの適正使用
・公共イメージITセミナー・マスコミ懇談会開催について
・ロータリーデー・ポリオデーの開催について
・My ROTARYの登録推進について
・ロータリーセントラルの活用について

職業奉仕委員会（飯坂学習センター）
・職業奉仕と私
・何故いま職業奉仕なのか
・職業奉仕の歴史

社会・国際奉仕委員会（吉川屋）
・担当相談役あいさつ
・社会・国際奉仕委員長あ
いさつ
・社会奉仕委員会事業計画
説明
・国際奉仕委員会事業計画
説明

・社会奉仕事例発表
・国際奉仕事例発表

青少年奉仕委員会（摺上亭大鳥）
・青少年奉仕の意義と役割
・青少年交換とは
・RYLAとは
・ローターアクトクラブとは
・インターアクトクラブとは
・２５３０地区の青少年交換活動
・２５３０地区のRYLA活動
・２５３０地区のローターアクト活動
・２５３０地区のインターアクト活動

ロータリー財団委員会／学友・平和フェロー
シップ委員会（摺上亭大鳥）
・大口寄付について
・PHS（ポール・ハリス・
ソサイエティ）について
・２０１９‐２０年度ロータリー財
団委員会の基本方針
・寄付を集める活動と寄付
を使う活動
・ENDPOLIONOWについて
・地区補助金申請と報告書提出について
・地区補助金の振り込みと残金について
・グローバル補助金について
・学友・平和フェローシップ委員会より

米山記念奨学会委員会（摺上亭大鳥）
・米山記念奨学会について
・推進委員会の事業と協力
のお願い
・学友委員会の事業について
・選考委員会の事業について
・（卓話）米山記念奨学生に
選ばれて

分科会終了後、また皆様にメイン会場に戻って
いただき１５時３０分より閉会セレモニーが行われま
した。芳賀裕ガバナーエレクトの御礼のことばの
後、地区大会の案内がホストクラブである福島中
央ロータリークラブの多田司朗地区大会実行委員
長よりあり、また翌２０２０‐２１年度に行われる地区
研修・協議会の案内がホストクラブを務める郡山
ロータリークラブの初瀬照夫会長よりありまし

た。最後に梅津寿光地区研修・協議会実行副委員
長が閉会のことばを述べ、平井義郎ガバナーの閉
会点鐘で終了となりました。ご参加いただいた皆
様に感謝申し上げます。
なお、地区研修・協議会の内容については報告
書を各クラブに配布いたしますのでご覧になって
ください。
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１４

2019年
7月 8月 9月

会員増強・新クラブ結成推進月間 基本的教育と識字率の向上月間

1 月 ガバナー事務所開設・第1回ガバナー会議
ロータリーの友委員・友事務所合同会議 1 木 1 日

2 火 ガバナー公式訪問開始○喜多方 2 金 2 月  ◆GETS（～ 3日）

3 水 3 土 3 火 ○南相馬

4 木 ○会津若松西／会津若松中央（夜） 4 日 ＲＩ会長（マローニー氏）来福予定
（～６日） 4 水 ○原町中央 ◆ＤＴLＳ

5 金 5 月 5 木 ○原町

6 土 前期地区委員会総会 6 火 6 金

7 日 7 水 ○須賀川ぼたん／白河南（夜） 7 土

8 月 ○会津若松南 8 木 ○白河西 8 日

9 火 9 金 ○東白川 9 月 ○福島しんたつ（夜）

10 水 ○喜多方中央 10 土 10 火 ○梁川

11 木 ○猪苗代 11 日 11 水 ○保原

12 金 12 月 12 木 ○飯坂／だて西（夜）

13 土 クラブ研修リーダー会議 13 火 13 金 ○福島東

14 日 14 水 14 土 職業奉仕委員会セミナー米山記念館50周年記念式典
15 月 15 木 15 日

16 火 ○会津若松城南 16 金 16 月

17 水 ○会津若松 17 土 17 火 ○福島北

18 木 ○会津坂下 18 日 18 水 ○川俣

19 金 マスコミ懇談会 19 月 19 木 ○郡山

20 土 ロータリー財団セミナー 20 火 ○滝根 20 金

21 日 21 水 ○本宮／小野（夜） 21 土 　　　　　◆ ガバナーエレクト事務所開設披露
22 月 ○須賀川 22 木 ○三春 22 日

23 火 ○白河 23 金 ○常葉 23 月

24 水 ○矢吹 24 土 研修委員会の研修
派遣学生帰国報告会・受入学生オリエンテーション・募集説明( ～ 25日) 24 火 ○いわき小名浜

25 木 ○石川 25 日 25 水 ○いわき勿来

26 金 26 月 県北第二分区ＩＭ 26 木 ○いわき平

27 土 会員増強セミナー 27 火 ○相馬 27 金 ○いわき平中央

28 日 28 水 ○船引 28 土 日韓親善会議

29 月 29 木 ○富岡 29 日 日韓親善会議

30 火 ○田島 30 金 ○浪江 30 月 ○いわき常磐

31 水 31 土 合同セミナー (※) 
公共イメージ・IT委員会セミナー

○印はガバナー公式訪問　◆印は2020-21年度行事

地区関係行事予定（２０１９）

※社会・国際奉仕委員会、青少年交換委員会、学友・平和フェローシップ委員会、米山記念奨学会委員会合同セミナー
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１５

2019年
10月 11月 12月

経済と地域社会の発展月間、米山月間（1） ロータリー財団月間 疾病予防と治療月間

1 火 ○いわき内郷 1 金 1 日

2 水 ○いわき平東 2 土 2 月

3 木 ○いわき鹿島 3 日 3 火

4 金 4 月 4 水

5 土 5 火 5 木

6 日 6 水 ○二本松 6 金

7 月 ○郡山北／福島グローバル（夜） 7 木 ○二本松あだたら／福島21（夜）7 土

8 火 ○郡山東 8 金 8 日 　　　　　◆ ガバナーエレクト国際協議会壮行会
9 水 ○郡山西 9 土 9 月

10 木 ○いわき四倉／いわき桜（夜） 10 日 補助金管理セミナー船引RC45周年式典 10 火

11 金 11 月 11 水

12 土 派遣学生選考会 12 火 12 木

13 日 13 水 ○福島中央ガバナー公式訪問終了 13 金

14 月 14 木 14 土

15 火 ○郡山安積 15 金 15 日 米山記念奨学生選考会面接会・判定会議
16 水 ○郡山西北／郡山アーバン（夜）16 土 財団地域セミナー 16 月

17 木 ○郡山南 17 日 第２回ガバナー会議 ◆ＧＥＴＳ 17 火

18 金 18 月 ロータリー研究会 18 水

19 土 地区大会記念ゴルフコンペ 19 火 ロータリー研究会 19 木

20 日 20 水 20 金

21 月 ○福島西 21 木 21 土

22 火 22 金 22 日

23 水 23 土 23 月

24 木 24 日 24 火

25 金 25 月 25 水

26 土 地区大会１日目 26 火 26 木

27 日 地区大会２日目 27 水 27 金

28 月 28 木 28 土

29 火 ○郡山コスモス 29 金 29 日

30 水 ○福島南 30 土 浪江ＲＣ　50周年式典 30 月

31 木 ○福島 31 火

2019年5月10日現在
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���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������
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ホストクラブ 福島中央ロータリークラブ 実行委員長：多田司朗 副実行委員長：斎藤高紀、梅津寿光、本間正一郎 大会幹事：佐藤龍史

コ・ホストクラブ 福島ロータリークラブ、二本松ロータリークラブ、福島南ロータリークラブ、福島西ロータリークラブ、
二本松あだたらロータリークラブ、福島２１ロータリークラブ

ガバナー 芳 賀 裕
２０１９‐２０年度マーク・ダニエル・マローニー国際ロー
タリー会長は、ROTARY CONNECTS THE WORLD
「ロータリーは世界をつなぐ」をテーマに掲げられまし
た。ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深く、寛

大な人々が手を取り合い、行動を起こすためのつながりを築いていこ
う、と呼びかけておられます。
当地区では、今年度、ロータリーの礎は「つながり」との考えに立
ち、地区活動目標の中に、「人々が手を取り合うのを促そう」「行動し
よう」を据え、各クラブに積極的な活動をお願いいたしております。
この地区大会へ参加されることにより、新しい出会いや発見を体験
し、私たちの奉仕活動が、同じ価値観を共有し、より良い世界のため
に行動したいと願う人々の結びつきをもたらすことに気づく有意義な
機会となり、さらなる「つながり」を深め、今後の当地区のロータリ
ー活動の益々の飛躍につながることを期待いたしております。

《今月の表紙紹介》

（撮影：福島しんたつRC 池田卓也会員）
梅雨の合間に広がる青空を浄土平にて撮影し
ました。（撮影は、規制に伴う通行止め前の
２０１８年６月）
間もなく、待ち望んだ磐梯吾妻スカイライン
が再開通しますが、このような素晴らしい景色
を変わらず見て、撮影できることを喜びたいと
思います。

８月は「会員増強・新クラブ結成推進」月間です。

地地区区大大会会記記念念チチャャリリテティィーー 親親善善ゴゴルルフフ大大会会 １１００月月１１９９日日（（土土）） パパーーシシモモンンカカンントトリリーーククララブブ 参参加加費費：：５５，，００００００円円
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第１日 1100月月2266日日（（土土））
会会場場：：ククーーララククーーリリアアンンテテ

●●会会長長・・幹幹事事会会
●●地地区区リリーーダダーー研研修修セセミミナナーー

第第２２６６５５００地地区区PPDDGG
刀刀 根根 荘荘兵兵衛衛 氏氏
RRLLII 日日本本支支部部カカリリキキュュララムム委委員員長長
翻翻訳訳委委員員会会事事務務局局
RRIIJJYYEEMM理理事事
㈱㈱塩塩荘荘代代表表取取締締役役社社長長

●●ＲＲＩＩ会会長長代代理理ごご夫夫妻妻歓歓迎迎晩晩餐餐会会

第２日 1100月月2277日日（（日日））
会会場場：：パパルルセセいいいいざざかか

●●大大会会本本会会議議
●●記記念念講講演演 「「夢夢のの実実現現 ～～２２００２２００東東京京五五輪輪でで輝輝くく！！～～」」

宇宇津津木木 妙妙 子子 氏氏
元元日日本本代代表表女女子子ソソフフトトボボーールル監監督督
現現日日本本ソソフフトトボボーールル協協会会副副会会長長
世世界界ソソフフトトボボーールル連連盟盟理理事事

●●大大懇懇親親会会 会会場場：：摺摺上上亭亭大大鳥鳥

講講
師師

講講
師師

月月 信信 委委 員員 会会

（前列右から）
委 員 長 宍戸宏行（福島中央ＲＣ）
副委員長 菅野浩司（福島中央ＲＣ）
委 員 有賀隆宏（郡 山 Ｒ Ｃ）

（後列）
委 員 立花志明（福島北ＲＣ）

昨年の平井ガバナー年度に引き続き、芳賀ガバナー年度も月信委員を務めること
になりました。地区の活動はもちろん、ロータアクト、インターアクトの情報も紹
介していきます。ロータリアン皆様からの情報もお待ちしております。１年間よろ
しくお願いいたします。 （宍戸宏行）

※※地地区区大大会会、、記記念念ゴゴルルフフ大大会会ののごご案案内内（（登登録録用用紙紙））はは７７月月下下旬旬にに各各ククララブブへへ送送付付いいたたししまますす。。


